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3. 公共交通利用者アンケート調査 
3.1 調査の概要 

(1) 調査の目的 

○路線バスの利用状況については、交通事業者により定期的に乗降調査が実施されている

が、基本的には便別・バス停別の乗車数および降車数のみとなっている。 

○乗降者数が比較的多い路線については、乗降データにより利用状況や利用者の特性など

を傾向として把握･分析できる一方で、乗降者数が少ない路線ではデータが少なく傾向

分析等が困難となっていることから、個別の利用者のより詳細な利用実態を把握した上

で、今後の取り組みを検討していく必要がある。 

○このため、乗降者数が少ない路線を対象として、乗車するバス利用者一人一人の乗車及

び降車停留所、運賃の支払方法などの利用実態を把握することを目的として乗降調査を

実施した。 

 

(2) 調査の対象 

○調査の対象は、枕崎市内を走行し鹿児島交通株式会社が運行する以下の 14路線とした。 

〇調査は平日 1日実施した。 

 

表 1 対象区間・路線 
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(3) 調査方法 

○調査員が対象路線全便の枕崎市内区間に乗り込み、調査票に基づいて利用者に対して可

能な範囲で直接聞き取りを行った。 

○乗降バス停を聞き取れず、市外に乗降場所がある場合は「枕崎市外」として集計を行っ

た。 

○ただし、「鹿児島～鹿児島中央駅～南薩横断道路～加世田～枕崎」および「鹿児島空港

～加世田～枕崎」については、枕崎バス停以外には市内に停車バス停がなく、目的地が

概ね明らか（鹿児島市内・鹿児島空港等）であることから、枕崎バス停発着時に各便の

乗降者数をカウントすることで利用状況を確認した。 

 

 

図 2 乗り込み対象区間 
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(4) 把握事項 
表 2 利用実態での把握事項 

 

(5) 調査実施日 

令和３年 10 月５日（水曜日） 
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3.2 調査票 

 

図 2 東大川線利用者の場合 
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図 3 東大川線以外の利用者の場合 

  



6 

鹿児島県枕崎市 

3.3 調査結果 
表 3 利用実態調査の結果概要 

 


